
(57)【要約】

　【課題】並列受信法で動作させても、画像に縞模様が

表示されない超音波画像を生成することのできるドプラ

血流計を提供する。

　【解決手段】送信ビームＴＸと受信ビームの合成焦点

Ｆ１、Ｆ２に対し、送信ビームＴＸの方向を基準として

、合成焦点Ｆ１から送信開口の中心への角度θｂと、合

成焦点Ｆ１、Ｆ２から受信開口２２Ｒ、２２Ｌの開口中

心２２ｃへの角度θａとが等しくなるよう、受信開口２

２Ｒ、２２Ｌの位置を設定する。送受合成ビームＢ１と

送受合成ビームＢ２の方向が送信ビームＴＸと合致する

ことで、ドプラ偏移のビーム間での差異をなくすことが

できる。

　【選択図】 図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ つ の 送 信 ビ ー ム に 対 し 同 時 に ２ 以 上 の 受 信 ビ ー ム を 得 る た め の 受 信 手 段 を 備 え 、
　 前 記 受 信 手 段 は 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 送 信 開 口 の 中 心 か ら 送 受 合 成 焦 点 に 向 か
う 方 向 の な す 角 度 （ θ ａ ） と 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 受 信 開 口 の 中 心 か ら 送 受 合 成
焦 点 に 向 か う 方 向 の な す 角 度 （ θ ｂ ） と が 等 し く な る よ う 受 信 開 口 の 位 置 を 設 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 。
【 請 求 項 ２ 】
１ つ の 送 信 ビ ー ム に 対 し 同 時 に ２ 以 上 の 受 信 ビ ー ム を 得 る た め の 受 信 手 段 を 備 え 、
　 前 記 受 信 手 段 は 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 送 信 開 口 の 中 心 か ら 送 受 合 成 焦 点 に 向 か
う 方 向 の な す 角 度 と 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 受 信 開 口 の 見 か け の 中 心 か ら 送 受 合 成
焦 点 に 向 か う 方 向 の な す 角 度 と が 等 し く な る よ う 受 信 開 口 の 感 度 の 重 み 付 け を 設 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 受 信 手 段 が ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ に 記 載 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 血 球 等 の 移 動 物 体 の 流 れ を 観 測 す る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 生 体 内 で 移 動 す る 血 球 等 の 反 射 物 体 が 超 音 波 ビ ー ム 照 射 に 対 し ド プ ラ 効 果 に よ り
生 じ る ド プ ラ 偏 移 周 波 数 に 基 づ い て 、 そ の 反 射 物 体 の 移 動 速 度 を 計 測 す る よ う に し た ド プ
ラ 法 に よ る 血 流 計 測 技 術 が 知 ら れ て お り 、 こ の 血 流 計 測 技 術 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 は 、
信 号 処 理 の 種 類 に よ り 、 生 体 内 の 臓 器 な ど の 形 態 情 報 や 血 液 の 流 れ 等 を 表 示 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 近 年 は 、 微 小 気 泡 を 生 じ さ せ る 造 影 剤 を 使 用 す る こ と で 超 音 波 信 号 に 対 す る
ハ ー モ ニ ク ス 成 分 を 増 強 し 、 血 流 動 態 を 評 価 す る と い っ た こ と な ど も 検 討 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 と し て は 、 複 数 個 の 超 音 波 振 動 子 を ア レ イ 状 に 配 置 し 、 そ れ ら の
う ち 一 部 の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 組 で 動 作 さ せ る と と も に そ の 組 を 順 次 切 換 え て 、 超 音 波
ビ ー ム の 走 査 を 電 子 的 に 行 な う も の が よ く 知 ら れ て お り 、 さ ら に 、 走 査 線 密 度 の 高 い 画 像
の リ ア ル タ イ ム な 観 察 を 可 能 に す べ く 、 超 音 波 の １ つ の 送 波 器 に 対 し 超 音 波 の 受 信 の 指 向
性 を 微 小 量 ず つ ず ら し た 複 数 の 受 信 系 を 設 け て 、 並 列 受 信 を 行 な う よ う に し た も の も 知 ら
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 血 液 の 流 れ 情 報 を 知 る 機 能 （ 以 下 、 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 と 呼 ぶ ） を 備 え た 従 来
の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 同 図 に お い て 、 探 触 子 １ ０ １ は 送 信 器 １ ０ ２ で 生 成 さ れ た 電 気 パ ル ス を 超 音 波 に 変 換 し
、 図 示 さ れ な い 被 検 査 体 内 に 超 音 波 を 照 射 す る 。 こ こ で 照 射 さ れ た 超 音 波 は 、 被 検 査 体 内
の 反 射 物 体 （ 例 え ば 臓 器 、 血 管 等 ） に お い て 反 射 し 、 探 触 子 １ ０ １ に 戻 っ て く る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 戻 っ て き た 超 音 波 は 、 探 触 子 １ ０ １ で 受 波 さ れ て 電 気 信 号 に 変 換 さ れ 、 受 信 器 １ ０ ３ （
受 信 手 段 ） を 経 て 、 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 測 の 一 方 式 で あ る カ ラ ー ド プ ラ 法 に 基 づ く 信 号 処
理 を 実 行 す る カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 部 １ ０ ４ と 、 超 音 波 画 像 の 表 示 モ ー ド を Ｂ モ ー ド に す
る た め の Ｂ モ ー ド 信 号 処 理 部 １ ０ ５ と に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 部 １ ０ ４ に 入 力 し た 信 号 は 、 直 交 検 波 器 １ ０ ６ で 直 交 検 波 さ れ 、
メ モ リ １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ に 取 り 込 ま れ る 。 こ の カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 に お い て は 、 同 じ
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部 位 の 信 号 を 数 回 蓄 積 し 、 そ の 位 相 の 変 化 か ら 血 流 の 情 報 を 得 る 。 送 受 信 お よ び 直 交 検 波
が 同 じ 部 位 に 対 し 、 数 回 ～ 十 数 回 程 度 行 な わ れ て メ モ リ １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ に 蓄 積 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 メ モ リ １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ に 蓄 積 さ れ た 信 号 か ら 同 じ 部 位 の 信 号 を 出 力 し 、 Ｍ Ｔ
Ｉ （ Moving Target Indicator） フ ィ ル タ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ に 入 力 す る 。 Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル
タ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ は 、 一 種 の ハ イ パ ス フ ィ ル タ で あ る 。 被 検 査 体 内 か ら 返 っ て き た 信
号 に は 血 液 か ら の も の と 血 管 壁 や 臓 器 な ど か ら の も の が あ り 、 血 液 か ら の も の は 位 相 の 変
化 が 大 き く 、 血 管 壁 や 臓 器 な ど か ら の も の は 位 相 の 変 化 が 小 さ い 。 し た が っ て ハ イ パ ス フ
ィ ル タ に よ り 血 液 の 情 報 だ け を 抽 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｍ Ｉ Ｔ フ ィ ル タ １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ の 出 力 は 、 相 関 演 算 器 １ ０ ９ に 入 力 す る 。 相 関 演 算
器 は 、 信 号 の 自 己 相 関 演 算 を 行 な う こ と で 位 相 の 変 化 の 大 き さ 、 つ ま り 血 流 の 速 度 と 、 振
幅 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 血 液 の 流 れ 方 向 に 対 す る 送 受 信 の 方 向 と 、 算 出 さ れ る 血 流 速 度 の 関 係 に つ い て
説 明 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 血 管 １ １ ３ に 対 し 、 超 音 波 の ビ ー ム 方 向 が θ で あ る と き
、 本 来 の 血 流 速 度 が Ｖ だ と す る と 、 相 関 演 算 器 １ ０ ９ に よ り 算 出 さ れ た 速 度 Ｖ １ は 、 Ｖ １
＝ Ｖ ・ ｃ ｏ ｓ θ の よ う に な る 。 し た が っ て 、 超 音 波 ビ ー ム と 血 流 の 方 向 が 直 交 し て い れ ば
、 Ｖ １ は 常 に ゼ ロ と な り 、 血 流 は 検 出 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 Ｂ モ ー ド 信 号 処 理 部 １ ０ ５ で は 、 検 波 器 １ １ ０ を 用 い て 振 幅 情 報 を 抽 出 す る 。 こ
こ で の 検 波 の 方 式 と し て は 、 包 絡 線 検 波 が よ く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 部 １ ０ ４ で 得 ら れ た 血 流 情 報 と 、 Ｂ モ ー ド 信 号 処 理 部 で 得 ら れ た
振 幅 情 報 は 、 デ ィ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ （ Ｄ Ｓ Ｃ ） １ １ １ に お い て １ つ の 画 像 情 報 に
ま と め ら れ 、 そ の 画 像 情 報 が 表 示 器 １ １ ２ で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ２ 次 元 画 像 を 構 成 す る た め に は 、 開 口 の 位 置 を 少 し ず つ ず ら し て 送 受 信 を 行 な う 方 法 が
用 い ら れ て い る 。 ２ 次 元 走 査 の 実 際 は 公 知 で あ る た め 割 愛 す る が 、 最 近 で は 電 気 的 な 切 替
に よ り 行 な う 方 式 が 主 流 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 血 流 情 報 を 得 る 際 に 、 同 じ 部 位 の 信 号 を 数 個 ～ 十 数 個 蓄 積 す る こ と は 既 に 述 べ た 。 同 じ
部 位 の 信 号 を 蓄 積 す る に は 、 蓄 積 し た い 個 数 分 の 送 受 信 を 同 じ 部 位 に 対 し て 行 な う 必 要 が
あ る 。 同 じ 部 位 に 何 回 も 送 受 信 を 行 な う と 、 １ 回 の ２ 次 元 走 査 を 完 了 す る ま で の 時 間 が 長
く な り 、 リ ア ル タ イ ム 性 が 失 わ れ る と い う 問 題 が あ り 、 こ れ を 解 決 す る 手 法 と し て 、 並 列
受 信 法 が 考 案 さ れ て い る 。 並 列 受 信 法 は 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 さ れ て お り 、 １ 本 の 送 信 ビ
ー ム に 対 し 、 受 信 ビ ー ム を 複 数 本 用 い る も の で あ る 。 図 ７ を 参 照 し て 並 列 受 信 法 を 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ７ は 並 列 受 信 法 の 一 例 を 示 し て い る 。 同 図 に お い て は 、 受 信 ビ ー ム は ２ 本 で あ る 。 開
口 １ １ ４ が あ り 、 送 信 受 信 の 開 口 中 心 は 一 致 し て い る （ 実 際 の 装 置 で は 、 送 信 開 口 幅 と 受
信 開 口 幅 が 異 な る 場 合 が 多 い が 、 こ こ で は 説 明 を 簡 単 に す る た め に 同 一 の 開 口 幅 と す る ）
。 開 口 中 心 か ら 開 口 に 垂 直 に 送 信 ビ ー ム を 照 射 す る 。 深 さ ｄ の 点 で の ビ ー ム 形 成 を 考 え る
と 、 深 さ ｄ に お い て は 、 ２ 本 の 受 信 ビ ー ム （ Ｒ Ｘ １ 、 Ｒ Ｘ ２ ） は 送 信 ビ ー ム か ら 左 右 に 微
小 角 に 振 り 分 け ら れ て い る 。 深 さ ｄ に お け る 送 信 ビ ー ム の 焦 点 を Ｆ ｔ ｘ と し 、 受 信 ビ ー ム
の 焦 点 を Ｆ ｒ ｘ １ 、 Ｆ ｒ ｘ ２ と す る と 、 送 受 の 合 成 焦 点 Ｆ １ 、 Ｆ ２ は 、 送 信 焦 点 と 受 信 焦
点 の 間 に 位 置 し 、 例 え ば 受 信 と 送 信 の ビ ー ム 集 束 度 合 い が 同 程 度 の 場 合 は 、 送 信 焦 点 と 受
信 焦 点 の 中 間 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 こ の よ う に ２ つ の 方 向 か ら の 信 号 を 同 時 に 受 信 す る こ と で 、 画 像 １ 枚 に 要 す る 送 受 信 の
回 数 を 減 ら す こ と が で き 、 リ ア ル タ イ ム 性 の 高 い 画 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ５ ６ － ２ ０ ０ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う な 並 列 受 信 法 を 使 用 す る 従 来 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 に あ っ て
は 、 次 の よ う な 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 来 の 並 列 受 信 法 を 使 用 す る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 測 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 開 口 １ １
４ を 用 い て 送 受 信 を 行 な っ た と す る と 、 送 信 ビ ー ム に 対 し て 直 角 に 血 管 が 走 行 し 血 液 が 流
れ て い る と き 、 本 来 は 直 角 方 向 で は ド プ ラ 偏 移 が 起 こ ら ず 、 流 れ は 検 知 で き な い は ず で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ が 、 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ １ 、 Ｒ Ｘ ２ が 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ に 対 し て 左 右 に 微 小 角 度 だ け 開
い た 形 状 で 形 成 さ れ る た め 、 合 成 ビ ー ム １ お よ び 合 成 ビ ー ム ２ は 血 管 に 対 し て そ れ ぞ れ 、
φ １ 、 φ ２ の 角 度 で 交 差 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 φ １ は ９ ０ 度 よ り 大 き く 、 φ ２ は 小 さ い 。 し た が っ て 、 検 知 さ れ る 流 れ は 受 信 ビ ー ム １
と 受 信 ビ ー ム ２ で 逆 方 向 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の た め 、 図 ９ の よ う に 、 そ れ ぞ れ の 開 口 位 置 に お い て 順 次 走 査 を 行 な う と す る と 、 各
走 査 位 置 で の 受 信 ビ ー ム １ は 正 方 向 の 流 れ を 、 受 信 ビ ー ム ２ は 逆 方 向 の 流 れ を 表 示 す る こ
と に な り 、 縞 模 様 の 画 像 が 表 示 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 問 題 点 を 解 決 し 、 並 列 受 信 法 で 動 作 さ せ て も 画 像 に 縞 模 様 が 表
示 さ れ な い 超 音 波 画 像 を 生 成 す る こ と の で き る ド プ ラ 血 流 計 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 発 明 者 は 、 受 信 ビ ー ム の 位 置 を 送 信 開 口 か ら 所 定 間 隔 だ け 移 動 さ せ る こ と に よ
り 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る こ と が で き る と の 考 え に 至 り 、 本 発 明 を な し た も の で あ り 、 並
列 受 信 に お け る 複 数 本 の 送 受 合 成 ビ ー ム の 方 向 が 同 一 と な る よ う に 受 信 開 口 の 位 置 を 送 信
開 口 か ら 所 定 間 隔 だ け 離 間 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の ド プ ラ 血 流 計 は 、 １ つ の 送 信 ビ ー ム に 対 し 同 時 に ２ 以 上 の 受 信 ビ ー
ム を 得 る た め の 受 信 手 段 を 備 え 、 前 記 受 信 手 段 は 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 送 信 開 口
の 中 心 か ら 送 受 合 成 焦 点 に 向 か う 方 向 の な す 角 度 と 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 受 信 開
口 の 中 心 か ら 送 受 合 成 焦 点 に 向 か う 方 向 の な す 角 度 と が 等 し く な る よ う 受 信 開 口 の 位 置 を
設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 構 成 に よ り 、 所 定 の 深 さ に お い て 、 ２ 本 の 送 受 合 成 ビ ー
ム の 方 向 が 同 一 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の ド プ ラ 血 流 計 は 、 あ る い は 、 １ つ の 送 信 ビ ー ム に 対 し 同 時 に ２ 以 上 の 受 信 ビ ー
ム を 得 る た め の 受 信 手 段 を 備 え 、 前 記 受 信 手 段 は 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 送 信 開 口
の 中 心 か ら 送 受 合 成 焦 点 に 向 か う 方 向 の な す 角 度 と 、 前 記 送 信 ビ ー ム の 方 向 に 対 し 受 信 開
口 の 見 か け の 中 心 か ら 送 受 合 成 焦 点 に 向 か う 方 向 の な す 角 度 と が 等 し く な る よ う 受 信 開 口
の 感 度 の 重 み 付 け を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 場 合 、 受 信 開 口 に 対 す る 重 み 付 け を
行 な う こ と で 、 所 定 の 深 さ に お い て 、 ２ 本 の 送 受 合 成 ビ ー ム の 方 向 が 同 一 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ド プ ラ 血 流 計 に お い て は 、 前 記 受 信 手 段 が ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス を 実 行 す る
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の が よ い 。 こ の 場 合 、 す べ て の 深 さ に お い て ２ 本 の 送 受 合 成 ビ ー ム の 方 向 が 同 一 と な り 、
安 定 し た 可 変 深 さ 探 傷 が 実 行 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 並 列 受 信 を 用 い た 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 測 を 行 な う 際 に 並 列 ビ ー ム の 方
向 を 揃 え る こ と が で き 、 超 音 波 画 像 に お け る 縞 模 様 の 発 生 を 防 ぎ 、 精 度 の よ い 血 流 情 報 を
提 供 す る こ と が で き る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 提 供 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 頚
部 の 診 断 等 を 行 な う 際 に 、 不 慣 れ な 操 作 者 に お い て も 頚 部 を 過 大 な 圧 力 で 圧 迫 す る こ と が
な く な り 、 被 験 者 へ の ダ メ ー ジ を 防 ぐ こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ） 　 　
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 示 す そ の 並 列 受 信 を 行
な う 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 送 信 ビ ー ム 生 成 の た め の パ ル ス 信 号 発 生 手 段 で あ る 送 信
器 や 、 受 波 し た 反 射 エ コ ー 信 号 か ら 超 音 波 画 像 を 形 成 す る た め の 信 号 処 理 系 に つ い て は 、
図 ５ に 示 し た 従 来 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 以 下 に 述 べ る 送 信
開 口 お よ び 受 信 開 口 を 含 む 検 査 ヘ ッ ド と し て の 探 触 子 の 内 部 構 成 が 図 ５ に 示 し た 従 来 例 と
相 違 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 以 下 、 こ の 相 違 点 に つ い て 詳 述 し 、 前 記 信 号 処 理 系 等 に つ い て は 図 ５ に 用
い た 符 号 を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 一 部 を 構 成 す る 探 触 子 ２ ０ は 、 送 信 器 １ ０ ２ で 生 成
さ れ た 電 気 パ ル ス を 超 音 波 に 変 換 し 、 図 示 さ れ な い 被 検 査 体 内 に 超 音 波 を 照 射 す る 。 こ こ
で 照 射 さ れ た 超 音 波 は 、 被 検 査 体 内 の 反 射 物 体 （ 例 え ば 臓 器 、 血 管 等 ） に お い て 反 射 し 、
探 触 子 ２ ０ に 戻 っ て く る 。 戻 っ て き た 超 音 波 は 、 探 触 子 ２ ０ で 受 波 さ れ て 電 気 信 号 に 変 換
さ れ 、 受 信 器 １ ０ ３ を 経 て 、 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 測 の 一 方 式 で あ る カ ラ ー ド プ ラ 法 に 基 づ
く 信 号 処 理 を 実 行 す る カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 部 １ ０ ４ と 、 超 音 波 画 像 の 表 示 モ ー ド を Ｂ モ
ー ド に す る た め の Ｂ モ ー ド 信 号 処 理 部 １ ０ ５ と に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 そ し て 、 カ ラ ー フ
ロ ー 信 号 処 理 部 １ ０ ４ で は 、 入 力 信 号 が 直 交 検 波 器 １ ０ ６ で 直 交 検 波 さ れ 、 メ モ リ １ ０ ７
ａ 、 １ ０ ７ ｂ に 同 じ 部 位 の 信 号 が 数 回 蓄 積 さ れ 、 そ の 蓄 積 情 報 か ら Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ １ ０ ８
ａ 、 １ ０ ８ ｂ に 血 液 の 情 報 だ け が 抽 出 さ れ 、 相 関 演 算 器 １ ０ ９ で の 信 号 の 自 己 相 関 演 算 に
よ り 血 流 の 速 度 と 振 幅 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 探 触 子 ２ ０ は 、 送 信 開 口 中 心 ２ １ ｃ を 有 す る 送 信 開 口 ２ １ と 、 送 信
開 口 ２ １ を 挟 ん で 図 中 の 左 右 に 配 置 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ （ 受
信 手 段 ） と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 送 信 開 口 ２ １ の 開 口 中 心 ２ １ ｃ よ り 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ
が 送 信 開 口 ２ １ に 対 し 垂 直 な 方 向 に 照 射 さ れ る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ 、 ２ ２
Ｒ は 、 送 信 開 口 ２ １ の 開 口 中 心 ２ １ ｃ に 対 し て 図 中 左 右 対 象 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 開 口 中
心 ２ ２ ｃ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て は 、 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ の う ち 任 意 の 一 方 と し て の 受 信 開 口 ２
２ Ｌ を 例 と し て 説 明 を 進 め る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ の 開 口 中 心 ２ ２ ｃ は 、 図 中 左 右 方 向 （ 開 口 面 に 沿 っ
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た 任 意 の 方 向 ） に お い て 、 送 信 開 口 ２ １ の 開 口 中 心 ２ １ ｃ と 同 じ 位 置 に は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 送 信 開 口 ２ １ の 図 中 下 面 か ら の 所 定 の 深 さ ｄ に お い て 、 送 信 焦 点 Ｆ ｔ ｘ と
受 信 焦 点 Ｆ ｒ ｘ １ と の 間 に 位 置 す る 第 １ 合 成 焦 点 Ｆ １ に 関 し て は 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 照 射
方 向 （ 図 中 送 受 合 成 開 口 中 心 を 示 す 一 点 鎖 線 ） を 基 準 と し た と き 、 図 １ 中 で θ ａ ＝ θ ｂ と
な る よ う に 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ の 開 口 中 心 ２ ２ ｃ の 位 置 が 設 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 １ つ の 送 信
ビ ー ム Ｔ Ｘ に 対 し て 同 時 に ２ 以 上 の 受 信 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ を 得 る た め の 受 信 手 段 を 構 成 す
べ く 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向 （ 図 中 下 向 き ） に 対 し て 送 信 開 口 中 心 ２ １ ｃ か ら 送 受 合 成 焦
点 Ｆ １ に 向 か う 斜 下 方 の 方 向 線 （ 図 中 時 計 方 向 に 傾 斜 し た 実 線 ） ｂ の な す 角 度 θ ｂ と 、 送
信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向 に 対 し て 受 信 開 口 中 心 ２ ２ ｃ か ら 送 受 合 成 焦 点 Ｆ １ に 向 か う 方 向 線 （
図 中 反 時 計 方 向 に 傾 斜 し た 実 線 ） ａ の な す 角 度 θ ａ と が 、 互 い に 等 し く な る よ う に 、 各 受
信 開 口 ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ の 開 口 中 心 ２ ２ ｃ の 位 置 が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の こ と に よ り 、 深 さ ｄ に お け る 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 方 向 は 、 そ れ ぞ れ 送 信 ビ
ー ム Ｔ Ｘ の 照 射 方 向 と 合 致 す る こ と に な る 。 つ ま り 、 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ と 送 受 合 成 ビ ー
ム Ｂ ２ は 平 行 と な り 、 角 度 差 に 起 因 す る ド プ ラ 偏 移 の 差 は 発 生 せ ず 、 画 像 に 縞 模 様 が 発 生
す る こ と は な く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の ド プ ラ 血 流 計 は 、 １ つ の 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ に 対 し 同 時 に ２ 以 上
の 受 信 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ を 得 る た め の 受 信 手 段 を 備 え 、 こ れ ら 受 信 手 段 が 、 送 信 ビ ー ム Ｔ
Ｘ の 方 向 （ 図 中 下 向 き ） に 対 し 送 信 開 口 中 心 ２ １ ｃ か ら 送 受 合 成 焦 点 Ｆ １ に 向 か う 方 向 の
な す 角 度 θ ｂ と 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向 に 対 し 受 信 開 口 中 心 ２ ２ ｃ か ら 送 受 合 成 焦 点 Ｆ １
に 向 か う 方 向 の な す 角 度 θ ａ と が 等 し く な る よ う に 、 各 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ の 位 置 を 設 定 し て
い る こ と に よ り 、 所 定 の 深 さ ｄ に お い て 、 ２ 本 の 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 方 向 が 同 一
と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し た が っ て 、 並 列 受 信 を 用 い た 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 測 を 行 な う 際 に 、 並 列 ビ ー ム の 方 向
を 揃 え る こ と が で き 、 従 来 の よ う な 超 音 波 画 像 に お け る 縞 模 様 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で
き 、 精 度 の よ い 血 流 情 報 を 提 供 し 得 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 提 供 す る こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 頚 部 の 診 断 等 を 行 な う 際 に 、 縞 模 様 が 発 生 し た た め に 不 慣 れ な 操 作 者 に お い て 頚 部
を 過 大 な 圧 力 で 圧 迫 す る と い っ た こ と が な く な り 、 被 験 者 へ の ダ メ ー ジ を 防 ぐ こ と が で き
る と い う 効 果 も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 示 す そ の 並 列 受 信 を 行 な
う 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 送 信 ビ ー ム 生 成 の た め の パ ル ス 信 号 発 生 手 段 で あ る 送
信 器 や 、 受 波 し た 反 射 エ コ ー 信 号 か ら 超 音 波 画 像 を 形 成 す る た め の 信 号 処 理 系 に つ い て は
、 図 ５ に 示 し た 従 来 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 以 下 に 述 べ る 送
信 開 口 お よ び 受 信 開 口 を 含 む 検 査 ヘ ッ ド と し て の 探 触 子 の 内 部 構 成 が 図 ５ に 示 し た 従 来 例
と 相 違 す る 。 し た が っ て 、 以 下 、 こ の 相 違 点 に つ い て 詳 述 し 、 前 記 信 号 処 理 系 等 に つ い て
は 図 ５ に 用 い た 符 号 を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 一 部 を 構 成 す る 探 触 子 ３ ０ は 、 送 信 器 １ ０ ２ で 生 成
さ れ た 電 気 パ ル ス を 超 音 波 に 変 換 し 、 図 示 さ れ な い 被 検 査 体 内 に 超 音 波 を 照 射 す る 。 ま た
、 受 信 手 段 と し て の 探 触 子 ２ ０ に 戻 っ て き た 超 音 波 は 、 探 触 子 ３ ０ で 受 波 さ れ て 電 気 信 号
に 変 換 さ れ 、 受 信 器 １ ０ ３ を 経 て カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 部 １ ０ ４ と Ｂ モ ー ド 信 号 処 理 部 １
０ ５ と に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の 探 触 子 ３ ０ に は 、 送 信 開 口 ３ １ が 含 ま れ て お り 、 送 信 開 口 ３ １
に は 開 口 中 心 ３ １ ｃ が あ る 。 そ し て 、 そ の 送 信 開 口 ３ １ の 開 口 中 心 ３ １ ｃ よ り 、 超 音 波 の
送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ が 送 信 開 口 ３ １ の 開 口 面 に 対 し 垂 直 な 方 向 に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ に は 片 側 の み を 図 示 し て い る が 、 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ （ 受 信 手 段 ） は 、
上 述 の 実 施 形 態 の 受 信 開 口 ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ と 同 様 に 、 送 信 開 口 ３ １ の 開 口 中 心 ３ １ ｃ を 間
に 挟 ん で そ の 両 側 （ 図 中 左 右 両 側 ） に 対 称 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 開 口 中 心 ３ ２ ｃ を
有 し て い る 。 な お 、 開 口 中 心 ３ １ ｃ に 対 し て 、 図 ２ 中 左 側 に 示 し た 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ と そ の
反 対 側 （ 右 側 ） に 位 置 す る 受 信 開 口 ３ ２ Ｒ と は 、 左 右 対 称 で あ る 点 以 外 は 同 様 に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 探 触 子 ３ ０ で は 、 左 右 の 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 幾 何 学 上 の 中 心 は 、 送
信 開 口 ３ １ の 開 口 中 心 ３ １ ｃ と 同 じ 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 の 左 右 の 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に は 、 図 ２ の 送 信 開 口 ３ １
の 上 方 に 示 し た よ う に 感 度 の 重 み 付 け が な さ れ て お り 、 左 右 の 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の
見 か け 上 の （ 動 作 時 に お け る ） 中 心 は 、 送 信 開 口 ３ １ の 開 口 中 心 ３ １ ｃ と は 異 な る 位 置 に
あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 一 方 側 の 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ の 感 度 を 他 方 の 受 信 開 口 ３ ２ Ｒ の 感 度 よ り
高 く 又 は 低 く す る よ う に 、 受 信 器 １ ０ ３ へ の 受 信 信 号 取 り 込 み 時 の 信 号 レ ベ ル 比 が 設 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 所 定 の 深 さ ｄ に お い て は 、 送 信 焦 点 と 受 信 焦 点 の 間 に 位 置 す る 合 成 焦 点 Ｆ １ に 対 し 、 送
信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向 を 基 準 と し た と き 、 図 ２ に お い て 、 θ ａ ＝ θ ｂ と な る よ う に 受 信 開 口
３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 見 か け 上 の 中 心 位 置 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の こ と に よ り 、 深 さ ｄ に お け る 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ の 方 向 は 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向 と
合 致 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 つ ま り 、 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ と こ れ に 左 右 対 称 な 送 受 合 成 ビ ー ム （ 図 示 し て い な い が 、
以 下 、 こ れ を 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ ２ と い う ） と が 平 行 と な り 、 角 度 差 に 起 因 す る ド プ ラ 偏 移
の 差 は 発 生 せ ず 、 画 像 に 縞 模 様 が 発 生 す る こ と は な く な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の ド プ ラ 血 流 計 は 、 １ つ の 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ に 対 し 同 時 に ２ 以 上
の 受 信 ビ ー ム を 得 る た め の 受 信 手 段 が 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向 に 対 し 送 信 開 口 ３ １ の 開 口
中 心 ３ １ ｃ か ら 送 受 合 成 焦 点 Ｆ １ に 向 か う 方 向 の な す 角 度 θ ｂ と 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 方 向
に 対 し 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 見 か け 上 の 開 口 中 心 ３ ２ ｃ か ら 送 受 合 成 焦 点 Ｆ １ に 向 か
う 方 向 の な す 角 度 θ ａ と が 等 し く な る よ う 受 信 開 口 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 感 度 の 重 み 付 け を 設
定 す る こ と で 、 所 定 の 深 さ ｄ に お い て 、 ２ 本 の 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 方 向 が 同 一 と
な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 示 す そ の 並 列 受 信 を 行 な う
場 合 に お け る 合 成 焦 点 位 置 の そ の 深 さ に よ る 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施 の 形
態 に お い て も 、 送 信 ビ ー ム 生 成 の た め の パ ル ス 信 号 発 生 手 段 で あ る 送 信 器 や 、 受 波 し た 反
射 エ コ ー 信 号 か ら 超 音 波 画 像 を 形 成 す る た め の 信 号 処 理 系 に つ い て は 、 図 ５ に 示 し た 従 来
の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 と ほ ぼ 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 以 下 に 述 べ る 送 信 開 口 お よ び 受 信 開
口 を 含 む 検 査 ヘ ッ ド と し て の 探 触 子 の 内 部 構 成 が 図 ５ に 示 し た 従 来 例 と 相 違 す る 。 し た が
っ て 、 以 下 、 こ の 相 違 点 に つ い て 詳 述 し 、 前 記 信 号 処 理 系 等 に つ い て は 図 ５ に 用 い た 符 号
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を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 述 し た 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 特 定 の 深 さ に お け る 受 信 開 口 の 中 心 の 取 り 方
の 特 徴 が あ る の に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 一 部 を 構 成 す る 探 触 子 ４ ０
（ 図 ３ 参 照 ） は 、 す べ て の 深 さ に お け る 受 信 開 口 ４ １ の 中 心 の 取 り 方 に 特 徴 を 有 す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 探 触 子 ４ ０ （ 受 信 手 段 ） に お い て は 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ は 、 そ の 性 質 上 、 焦 点 深 度 に
お い て ビ ー ム が 絞 ら れ 、 そ れ よ り 浅 い 部 位 、 深 い 部 位 で は そ れ ぞ れ 集 束 度 が 低 く な る 。 こ
れ に 対 し 、 図 中 左 右 の 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ １ 、 Ｒ Ｘ ２ （ 図 中 左 側 の 受 信 ビ ー ム Ｒ １ の み 全 体 を
図 示 し て い る が 、 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ ２ は 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ を 基 準 と し て 左 右 対 称 の 位 置 に 存 在
す る ） は 、 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス 方 式 、 す な わ ち 可 変 深 さ 探 傷 方 式 を 採 用 す る こ と に よ
り 、 す べ て の 深 度 で ビ ー ム を 集 束 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 結 果 、 合 成 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ
２ の 位 置 は 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 焦 点 Ｆ tx付 近 で は 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ に 近 い 位 置 に 、 そ れ よ り
浅 い か 若 し く は 深 い 部 位 で は 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ １ 、 Ｒ Ｘ ２ （ Ｒ Ｘ １ の 反 対 側 の 受 信 ビ ー ム ）
に 近 い 位 置 に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 並 列 受 信 処 理 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 合 成 焦 点 Ｆ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 蛇 行 す る た め 、 そ れ ぞ れ の 深 さ に お い て 、 同 図 に 示
す よ う に 、 そ れ ぞ れ の 深 さ で の 合 成 焦 点 Ｆ １ の 位 置 に 合 わ せ て 、 送 信 ビ ー ム 方 向 を 基 準 と
し た 角 度 θ ａ と θ ｂ が 等 し く な る よ う に 受 信 開 口 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ （ 受 信 手 段 ） の 位 置 を 設
定 す る 。 す な わ ち 、 そ う な る よ う に 受 信 開 口 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 位 置 を 送 信 開 口 ４ １ の 開 口
中 心 ４ １ ｃ に 対 し て 接 近 お よ び 離 隔 さ せ る こ と が で き る 受 信 開 口 位 置 調 整 手 段 ４ ５ を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の こ と に よ り 、 す べ て の 深 さ に お い て 、 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ の 方 向 は 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ
の 方 向 と 合 致 す る こ と に な る 。 つ ま り 、 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ と 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ ２ は 平 行
と な り 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ に 対 す る 両 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 角 度 差 に 起 因 す る ド プ ラ 偏 移 の 差
が 発 生 せ ず 、 超 音 波 画 像 に 縞 模 様 が 発 生 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の ド プ ラ 血 流 計 に お い て は 、 受 信 開 口 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ を 含 ん で 構 成
さ れ る 受 信 手 段 が 受 信 開 口 位 置 調 整 手 段 ４ ５ を 用 い る こ と で ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス を 実
行 す る 。 し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の 深 さ に お い て ２ 本 の 送 受 合 成 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 方 向 が
同 一 と な る 。 そ の 結 果 、 安 定 し た 可 変 深 さ 探 傷 を 実 行 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ４ は 比 較 例 の ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス 方 式 の 探 触 子 １ ５ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 送 受 開 口 １ ５ ４ の 開 口 中 心 １ ５ １ か ら 出 る 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ は 、 そ の
性 質 上 、 焦 点 深 度 に お い て ビ ー ム を 絞 ら れ 、 そ れ よ り 浅 い 部 位 、 深 い 部 位 で は そ れ ぞ れ 集
束 度 が 低 く な る の に 対 し 、 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ １ 、 Ｒ Ｘ ２ は 、 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス 方 式 を
採 用 す る こ と で 、 す べ て の 深 度 で ビ ー ム を 集 束 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 合 成
ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 位 置 は 、 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ の 焦 点 Ｆ tx付 近 で は 送 信 ビ ー ム Ｔ Ｘ に 近 い 位
置 に 、 そ れ よ り 浅 い か 若 し く は 深 い 部 位 で は 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ １ 、 Ｒ Ｘ ２ に 近 い 位 置 に な る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 と こ ろ が 、 図 ８ に よ り 従 来 の 課 題 と し て 説 明 し た の と 同 様 に 、 検 知 さ れ る 流 れ が 受 信 ビ
ー ム Ｒ Ｘ １ と 受 信 ビ ー ム Ｒ Ｘ ２ で は 逆 方 向 と な り 、 縞 模 様 の 画 像 が 表 示 さ れ て し ま う と い
う 問 題 点 は 解 消 で き な い 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 で は 、 そ の よ う な 問 題 を 解 消 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 上 記 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 受 信 開 口 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 位 置 を ず ら す こ と で 送 受
合 成 ビ ー ム Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 方 向 を 調 整 し た が 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 示 し た よ う に 、 左 右 の 受
信 開 口 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ に 重 み 付 け を 行 な う こ と で 見 か け 上 の 受 信 開 口 の 中 心 を 移 動 さ せ る
こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て も 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 上 述 し た の と 同 様 な 効 果 を
得 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 並 列 受 信 を 用 い た 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 測 を 行 な う 際 に
並 列 ビ ー ム の 方 向 を 揃 え る こ と が で き 、 超 音 波 画 像 に お け る 縞 模 様 の 発 生 を 防 ぎ 、 精 度 の
よ い 血 流 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 提 供 す る こ と が で き る と い う
効 果 を 奏 す る も の で あ り 、 血 球 等 の 移 動 物 体 の 流 れ を 観 測 す る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 全 般 に
有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 要 部 の 模 式 的 構 成 図 で あ
っ て 、 そ の 並 列 受 信 法 の 説 明 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 示 す そ の 並 列 受 信 法 の 説
明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 示 す そ の 並 列 受 信 法 の 説
明 図
【 図 ４ 】 比 較 例 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 示 す そ の 並 列 受 信 法 の 説 明 図
【 図 ５ 】 従 来 例 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 を 含 む 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 従 来 例 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 計 測 に 関 す る 説 明 図
【 図 ７ 】 従 来 例 に お け る 並 列 受 信 法 の 説 明 図
【 図 ８ 】 従 来 例 に お け る 並 列 受 信 法 の 問 題 点 の 説 明 図
【 図 ９ 】 従 来 例 の 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 送 受 信 開 口 配 置 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 　 探 触 子
２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 　 　 送 信 開 口
２ １ ｃ 、 ３ １ ｃ 、 ４ １ ｃ 　 　 開 口 中 心
２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ 、 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ 、 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ 　 　 受 信 開 口 （ 受 信 手 段 ）
２ ２ ｃ 、 ３ ２ ｃ 、 ４ ２ ｃ 　 　 開 口 中 心
１ ０ ２ 　 送 信 器
１ ０ ３ 　 受 信 器
１ ０ ４ 　 カ ラ ー フ ロ ー 信 号 処 理 部
１ ０ ５ 　 Ｂ モ ー ド 信 号 処 理 部
１ ０ ６ 　 直 交 検 波 器
１ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ 　 メ モ リ
１ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ 　 Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ
１ ０ ９ 　 相 関 演 算 器
１ １ ０ 　 検 波 器
１ １ １ 　 Ｄ Ｓ Ｃ （ デ ィ ジ タ ル  ス キ ャ ン  コ ン バ ー タ ）
１ １ ２ 　 表 示 器
１ １ ３ 　 血 管
１ １ ４ 　 開 口
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种多普勒血流计，其即使在通过并行接收方法进行
操作时，也能够生成不显示条纹图案的超声波图像。 解决方案：相对于
发射光束TX的方向，从合成焦点F1到发射孔径中心的角度θb和从合成焦
点F1，F2到发射光束TX和接收光束的合成焦点F1，F2的合成孔径F1和
F2。 设置接收开口22R和22L的位置，以使22R和22L相对于开口中心
22c的角度θa相等。 通过使发射/接收合成光束B1和发射/接收合成光束
B2的方向与发射光束TX匹配，可以消除光束之间的多普勒频移的差异。 
[选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1cb89e32-48f3-4b31-a99c-17a16bcf73f4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037094828/publication/JP2006254984A?q=JP2006254984A

